
 

 

 

 

 

  

 
 

失語症…「話すこと」「書くこと」が難しい ➡ 代用手段の活用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年９月号 

言語リハビリ ミカタ便り            

今月のワンポイント  『 伝える手段 』  

１．自発的にできる方法 

■身振り（ジェスチャー） 

～やってみましょう～ 

 ・お腹が痛い 

 ・飲物がほしい 

 ・電話が鳴ってたよ 

 

■絵を描く 

～描いてみましょう～ 

 ・眼鏡（メガネ） 

 ・薬 

 ・病院 

２．聞き手の手助けでできる方法 

■YES・NOで答える 

聞き手は、本人が YES・NO 

で答えられるよう質問します。 

×：パンとご飯どっち？ 

○：パンでいい？ 

 

■選択する 

聞き手は、単語や絵、写真を 

選択肢として提示します。 

（ 例 ） 

珈琲 紅茶 緑茶 麦茶 

 

今月の『脳楽習』 ～「香りの良い植物」より

～ 

 

 

 

～ 喉のトレーニング ～ 

 

 

 

市川市堀之内 3-18-25 グリーンマノリアル１階２号 

TEL：047-710-2121 

◆言語デイサービスミカタ市

川 船橋市三咲 7-24-1 船橋北部福祉会館 

TEL：047-440-1615 

◆指定管理：船橋北老人デイサービスセンター 

有限会社ミカタ 


